










遠赤 外ゲルマニウム ボ ロ メ ー ター と極 低 温
基礎工学部 長 坂 啓 吾(豊.中2356)
遠赤外(マ イク ロ波,ザ ブ ミリ波,遠 赤外,赤 外)領 域 に亘 って,波 長依存性のない高感度な検知 器
として,ゲ ル マニュウムボロメーターがある。 図1に 示す様に,温 度 を低下 させて行 くと,Noise
E,・i・・1…P・wer・NE・(W/萌)騨 諏 低下 して行 く.そ して数 温度 が下がると…p。 。、・…y
(Volt/Watt)は大 きくなる。 この経験則か ら,よ り良い遠赤外域の検知器を作 るためには,よ り低い
低温 を必要 とす る。
D,ew&Si。vers(1968)はH琶
を液 化 し て,水 銀 拡 散 ポ ン プ と,減 圧
(0～25㎜Hg)し た1002の タ ン ク を
結 び つ け て,0.3Kの ゲ ル マ ニ ュ ウ ム
ボ ロ メ ー タ ー を 作 っ た 。 そ の 排 気 系 は 図
2に 示 し て あ る 。 そ の 後,EIsly&
Sievers(1972)は 活 性 炭 吸 着 ポ ン プ
を用 い て 同 様0..3Kの ゲル マ ニ ュ ウ ム
ボ ロ メ ー タ ー 作 製 。 次 い で,Drain&
Sievers(1974)は,charcoal
pumpedheliumd歪1utionrefri-
geratorを用 い た ク ラ イ オ ス タ ッ トを 用
意 し て0.1Kま で の ゲ ル マ ニ ュ ゥ ム ボ
ロ メ ー タ ー の 基 本 的 な デ ー タ ー を 得 た 。
ク ラ イ オ ス タ ッ トは 遠 赤 外 光 を 導 くパ イ
プ は な い がHe-Neレ ー ザ ー 光 を 導 くガ
ラ ス フ ァ イ バ ー が 入 っ て い る 。
















































図1.温 度 と ゲ ル マ ニ ュ ゥ ム
ボ ロ メ ー タ ー の 特 性
■.50.2。OO3、00
(低温 セ ンター)が 低温 センターだよ り瓶10で報告 したので,こ こでば述べない。
水銀拡散 ボンプを含む排気系の構造は,図2に,図2中 のク ライオスタッ トは図3に 示 してある。水



















図2.油 回転 ポンプを使わな いLiq.H量の排気系
意 されている。水銀拡散 ポ シプの後部には,回 転
ポンプを用いて廠 いで,1004(0～25㎜Hg)
のタンクを用意 した。 タンクの前の真空 ゲージは
ブル ドン管を,水 銀拡散 ポンプの前の真空 ゲー ジ
は熱電対式真空 ゲージを用いてい る。 この系には,
回転 ポンプがないので,静 かで,実 験時 に非常に
よい。


















































図3.0.3Kの ゲ ル マ ニ ュ ウ ム ボ ロ メ ー タ ー
を 持 つ,磁 気 光 効 果 用 ク ラ イ オ ス タ ッ ト
・6・ti・nに,LiqHきを入れて,減 圧してL2Kに し,
Heの 部屋 の断熱を 目的 として,真 空に しいる空間は～icc～1気 圧のHき ガスを入れて,H塁 の部屋
の温度 を低下 させ る,そ の後,活 性炭 に吸着 させ る。1002の タンクに20～25㎜ 沮g程 度入れた
H塁 ガスを,バ ルブV7を 開 き,(V1,V2,V3,V8を閉 じて)バ ルブV5.V6を 開いて,ク ライ
オスタッ ト中に,ポ ンプで知 くりこむ。充分 タンクが排気された ときにバル ブV5,V7を 閉 じ,バ ル
ブV8を 開 き,V3を 開らて,V .2を徐 々に開 き,そ の際,水 銀 拡散 ポンプの上の ゲージが200mmHg
をこえない よ うに,徐 々にLiq.H塁 を引 き,し ば らくして主バル ブV1を 全開に して も,ゲ ージの指
示 が変化 しない状態 になっていか ら約30分 後に0.3Kを得る。 そして約7～15時 間は0.3Kを保つ
ことがで きる。 この使用 中に水銀拡散 ポンプの出入 口のLiq.N2ト ラップを空にす.ると,大 失敗/ク
ライ.オスタ ットまで水銀 が行 ってしま うことkな る。
(著者はCornel1大学Sievers研究室 に在籍 した)
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